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Xn･1(j)=(1-e)f(Xn(j)+∑E,.I(Xn(j),ej- 亙 eJ-1 (3)
に還元される｡
クラスターの分布により,我々の系は以下の4つの相をもつ ｡
(1) コヒーレント相 :k- 1のシンクロしたアトラクターがほとんどすべてゐベイスンを
占める｡

















率 Yは各アトラクターに対しY-∑(Nl/N)2で計算できる｡この Yの初期条件に対 してl=1
の分布7T(Y)は分割の多様性をあらわす｡実際,部分秩序相ではゆらぎ(CY)2が増大して
いるoスピングラス等においては,同種の問題 (但し7[(Y)は異なるランダムカップリン
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